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平成２６年度大学開放推進事業報告書 

 

鳥取大学 医学部 生命科学科  岡 田  太 

 

I.事業名：次世代の生命科学を担う人材へ向けた鳥取大学からの情報発信 

 

II. 事業の背景と目的： 

医学部生命科学科では、基礎研究から iPS細胞を用いた再生医療など応用研究まで世界

に先駆けた研究成果を挙げている。これらを鳥取県はじめ近隣県の人々、とりわけ高校生

以下の若い世代へ情報発信し開放することは、地域への貢献と次世代の研究者育成に資す

る点で極めて重要である。本事業では、高校生や進路担当教員を生命科学科へ迎え生命科

学実習や研究室見学を通じて学科の教育と研究内容への理解を促すこと、また日ごろの研

究活動を地元紙等通じて広く紹介することなどを目的とした。 

 

III. 事業の実施内容： 

①高校生（と保護者）と高校教員を対象に生命科学科独自の見学会を行った。今年度は、

近隣高校へダイレクトメールにより告知するなかで、人数限定にて進路担当教員への交通

費支給制度を設け、応募を試みた。②生命科学科の施設にて、高校生を対象とし生命科学

実習と講義を行った。③全国の高校生が参加する夢ナビライブ（フロムページ社主催）に

て東京、名古屋、大阪、博多の４か所で講演を行った。④地元紙の取材に生命科学科３分

野が協力し、連載特集「医のあした（山陰中央新報社）」にて研究活動を紹介した。 

 

IV. 実施時期・参加人数：資料参照 

生命科学科見学会：7月26日（25組、高校教員3名）、11月1日（12組、高校教員2名） 

生命科学実習と講義：10月15日（鳥取東高校：14名、奈良北高校：16名） 

夢ナビライブ：大阪（6月21日：147名）、東京（7月12日：189名）、 

名古屋（7月22日：106名）、博多（10月18日：163名） 

 

V. 参加者の声：資料参照 

 

VI.事業の成果と今後の展開： 

本事業では、生命科学科独自の見学会には多数の高校生と保護者に参加いただき、学科

の教育・研究内容や取り組みを十分に理解してもらえる機会となった。また、進路指導担

当教員への交通費支給は５名に及んだが、全ての参加教員から「自信をもって薦められる」

との言葉をいただいた。当該事業は、博士課程進学者の減少にともなう日本の科学研究の

将来が危ぶまれる中での先駆けとなる「草の根運動」と位置づけられる。今後は、見学会

の開催数や交通費支給制度の拡充をはかり、継続的な展開が重要である。 
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資 料 

 
1.  夏の生命科学科見学会 2014  7 月 26 日（土）午後 
  
入試委員による学科の紹介、在学生による学生生活・研究生活の紹介、研究室見学、受

験生と在学生との懇談会を行った。全国各地から 25 組もの多数の方に参加いただいた。さ

らに兵庫、愛知、京都から 3 人の高校の先生を見学会にお招きし、意見交換を行った。生

体情報学、病態生化学、免疫学の 3 分野が担当した。 
 
 
入試委員による学科の紹介 
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在学生による学生生活・研究生活の紹介

 

 
来訪者には 3分野のうち 2分野を選んで見学いただきました。 

（生体情報学での様子） 
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（病態生化学での様子） 

 
 
（免疫学での様子）
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懇談会

 
 
ご招待した高校の先生との面談 

兵庫、愛知、京都から 3 人の高校の先生がお越しになり、見学会に参加していただきまし

た。見学会のあとに高大連携のあり方についてご提案をいただきました。
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ご招待した先生のお一人から後日いただいたメールです。 

先日は、見学会にお招きいただきありがとうございました。 
研究室を見学させていただき学生さんの説明を聞かせていただき非常に参考になりました。 
 
先生方との懇談では、大学・高校双方の問題意識等、情報交換をさせていただき有意義で

した。  
 
理系生徒、生物に関心のある生徒には積極的に紹介させていただきます。  
 
ありがとうございました。  
時節柄、くれぐれもご自愛ください。 
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【アンケート結果より】 

 
○見学会参加の目的 

 
受験生 

 
 

保護者 
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○研究室見学について 

 
受験生 
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保護者 
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○懇談会について 

 
受験生 
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保護者 
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○全体についての感想、意見 

 
受験生 
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保護者 
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2. 夏のオープンキャンパス 8 月 2 日（土）医学部オープンキャンパスとして実施 
 
午前中は 3 学科合同で行い、学科長による学科の紹介、在学生による学生生活・研究生

活の紹介を行った。その後、生命科学棟に場所を移し研究室見学、受験生と在学生との懇

談会で行った。全国各地から 29 組もの参加者にお越しいただいた。生命科学の全 7 分野で

分野紹介と懇親会を担当した。 
 
学科長による学科の紹介

 
 
在学生による学生生活、研究生活の紹介
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ご来訪者には 7 分野のうち 3 分野を選んでご見学いただきました。 
 
細胞工学での研究室見学（iPS細胞の観察） 
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お寄せいただいた感想 
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3. 秋のオープンキャンパス・見学会  

11 月 1 日（土）午前に医学部オープンキャンパスとして実施し、午後から生命科学科独

自の見学会を実施 
 
全国各地から 12 組もの多数のご参加をいただいた。さらに兵庫、熊本から二人の高校の

先生をお招きし見学会に参加いただき、意見交換を行った。分子生物学、神経生物学、細

胞工学、ゲノム医工学の 4 分野が担当した。 
 
見学会での学生による研究生活紹介
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ご来訪者には 3分野のうち 2分野を選んでご見学いただきました。 

分子生物学での研究説明 

 
 
懇談会 
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ご招待した先生との懇談会
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いただいた感想（抜粋） 

 
受験生 
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保護者 
 

 

 

 
 
 
ご招待した高校の先生 
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参考になった事項（抜粋） 
受験生 

 

 

 

 
保護者 

 

 
 
ご招待した高校の先生
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4.  鳥取東高校校外学習  10 月 15 日（水）午前 

 

「遺伝子から読み解く生き物の物語」という題での模擬講義を行い、その後

各人のゲノムを採取する実習を行った。鳥取東高校からは 14 人の参加があった。

ゲノム医工学、分子生物学、生体情報学の 3 分野が担当した。 

 

実習の様子 

 
 
  



24 
 

5.  奈良北高校校外学習  10 月 15 日（水）午後 
 

「遺伝子から読み解く生き物の物語」、「イモリが、人類の未来を救う？ 」という題での

模擬講義を行い、その後各人のゲノムを採取する実習、講義と実習に関する討論会を行っ

た。奈良北高校からは 16 人の参加があった。ゲノム医工学、分子生物学、生体情報学の 3
分野で担当した。 
 
実習の様子 
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6.  山陰中央新報「医のあした」に掲載された生命科学科 3 研究室の紹介記事 

 

H26.9.18付 分子生物学 
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H26.11.23付 病態生化学
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H27.1.22付 神経生物学 
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7.  夢ナビライブ・マイナビ進学フェスタへの参加とライブ講義の実施 

 
 今年度は計５会場でライブ講義を行い、合計で 600 名以上の高校生に生命科学科の模擬

授業を行うことができた。またそれぞれの講義は録画され、一定期間インターネット配信

が行われた。加えて本学科の教員３名を新たに講師として登録することで、来年度以降の

活動の充実を期した。 
 
I. 今年度の講義実績について 
 今年度は夢ナビライブ 4 会場とマイナビ進学フェスタ 1 会場に参加した。いずれの会場

でも本学科の講義は十分な受講者を集めることができ、末尾に付したアンケートからも好

評であったことがうかがえる。このようなライブ講義に参加する最大のメリットは、本学

にあまり興味のなかった高校生が生命科学科を知るきっかけとなる点である。実際にライ

ブを受講した高校生が、併設された本学の大学ブースを訪れたケースもあった。 
 
以下に、各ライブ会場の講師、講義タイトル、受講生の数、受講生の感想等を示す。 
 6 月 21 日 大阪会場 講師：林 利憲（147 名） 
 7 月 12 日 東京会場 講師：尾崎 充彦（189 名） 
 7 月 15 日 大阪会場 講師：尾崎 充彦（マイナビ進学フェスタ） 
 7 月 22 日 名古屋会場 講師：一坂 吏志（106 名） 
10 月 18 日 博多会場 講師：林 利憲（163 名） 
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受講生の感想（一部抜粋） 
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II. 新しい講師の登録について 
  
 現在登録されている教員の研究分野を考慮しつつ高校生のより広い興味に対応する為に、

久郷 裕之教授、井上 敏昭准教授、桜井 千恵助教の３名を新たに講師として登録した。 
 本学の講師の研究プロフィールや講義の概要は、夢ナビライブのホームページ、および

本学入試センターのホームページ上のリンクから閲覧することができる。なお新しい３名

の情報は、登録手続きが完了した段階で掲載される予定である。 
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8.  学生座談会の開催 

 
 本学への進学を考える受験生にとり、鳥取県や米子市自体の情報が少ないことが問題と

なっていることが新入生に対するアンケートから明らかになった。そこで昨年度より、生

命科学科の在学生（大学院生を含む）と教員が集まり、座談会の形式で自身の入試経験や、

本学のオープンキャンパスの活用法、米子での学生生活について意見を出し合い、その内

容をレポート記事としてまとめた。これを本学科ホームページに掲載することで、高校生

や受験生に対する情報発信を行った。 
 今年度は、座談会【見学会・オープンキャンパス編】と【米子の暮らし編】を掲載した。

昨年度の【入試編】および【就職活動編】と併せて４報の記事を閲覧できる。 
 

 
 


